
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
支持板と床架台とを有する患者検査テーブルであって，支持板が高さを調節可能かつ傾動
可能である形式のものにおいて，床架台がアーチ形のビーム（６・１６）を有しており，
このビーム（６・１６）の一方の端部は，水平の軸（８）を中心にして回動可能に，床（
７）に取り付けられており，支持板（３）は保持部（１０）を備えており，この保持部（
１０）は，支持板（３）と一緒にビーム（６・１６）の長手方向にしゅう動可能に，ビー
ム（６・１６）に取り付けられていることを特徴とする，検査テーブル。
【請求項２】
ビーム（６）が，長軸（１１）に沿って切断した半だ円の形状あるいはこの半だ円の一部
分の形状を有していることを特徴とする，請求項１記載の検査テーブル。
【請求項３】
ビーム（１６）が，中心角１８０゜までの円弧の形状を有していることを特徴とする，請
求項１記載の検査テーブル。
【請求項４】
支持板（３）がその長手方向にしゅう動可能であることを特徴とする，請求項１から３ま
でのいずれか１項記載の検査テーブル。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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本発明は，支持板と床架台とを有する患者検査テーブルであって，支持板が高さを調節可
能かつ傾動可能である形式のものに関する。
【０００２】
【従来の技術】
このような形式の検査テーブルにおいては，支持板を下降させて，患者が自分で簡単に支
持板上に横たわることができるようにし，あるいは患者を担架から簡単に支持板上に移す
ことができるようにすることが，極めて重要である。次いで支持板は，医師の都合のいい
高さに，あるいはレントゲン架台の構造に適合した高さに，上昇させることができなけれ
ばならない。レントゲン検査，特に造影剤が重力によって患者の最下点に向かう方向に流
れるようなレントゲン検査，に使用される検査テーブルは，有利には傾動可能な支持板を
有することができる。傾動可能な支持板は，患者がショック状態にあるような場合にも使
用することができる。この場合，支持板は患者の頭が低い位置になるように，迅速に傾動
させることができる。これによって，血液が迅速に頭部に流れることができる。ある種の
検査では，支持板若しくは患者を水平状態から鉛直状態に傾動させることが必要である。
例えば，医師が患者を水平な状態にして，レントゲン設備によってカテーテルを患者内に
刺し込んで，注入処置を行い，次いで支持板若しくは患者を鉛直の状態に傾動させ，この
状態で心電図設備によって電気生理的測定を行うような場合がある。このような鉛直の状
態は，脚血管検査の場合にも望まれる。
【０００３】
最初に述べた形式の検査テーブルはジーメンス社のパンフレット“ KOORDINAT ANGIO”に
よっても公知である。ここに記載されている支持板は，互いに間隔をおいて配置されてい
る２つのテレスコープ柱を有する定置の床架台上に支えられている。両方のテレスコープ
柱の間には，レントゲンフィルム交換装置を取り付けることができる。支持板の高さを調
節する場合には，両方のテレスコープ柱が同期して伸縮せしめられ，支持板を傾動させる
場合には，一方のテレスコープ柱が他方のテレスコープ柱に対して伸縮せしめられる。し
かしこの検査テーブルにおいては，支持板を鉛直状態に傾動させることはできない。この
検査テーブルにおいては，床架台は比較的に大きくて，構造が複雑であり，したがって検
査テーブルの製作費が高価になる。
【０００４】
米国特許第４６１８１３３号明細書に記載されているレントゲン検査テーブルは，水平状
態から鉛直状態に傾動させることができる。床架台は，構造が比較的に複雑な，アーチ形
の，歯を備えたフレーム構造体を有しており，したがって，モータで駆動される歯車と鎖
伝動装置とによって検査テーブルを前述のように傾動させることができる。しかし支持板
は高さを調節可能ではない。更に床架台は支持板の全長にわたって延びており，このため
検査テーブルは所要スペースが大きい。
【０００５】
ドイツ連邦共和国特許第４２２９３１８号明細書に記載されているレントゲン検査テーブ
ルの支持板は，空間内の仮想定点を中心として傾動せしめられるようになっている。この
検査テーブルの床架台はアーチ形のビームを有しており，このビームはアーチが上方に向
かって凹状になるように湾曲していて，床に取り付けられている保持部内でしゅう動可能
であり，かつビームは，水平の軸を介して支持板と付加的に旋回可能に結合されている。
ビームは支持板の下側で支持板に対して平行に延びており，したがって支持板は一方の方
向に付加的に旋回し得るにすぎない。支持板を下降させる場合には，ビームがしゅう動せ
しめられるが，その場合ビームは保持部の一方の側で上方に向かって突出し，邪魔になる
。更に支持板は高さの調節の際に長手方向にずらされる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の課題は，最初に述べた形式の検査テーブルの床架台が，極めて簡単な構造を有し
ていて，所要スペースがわずかであり，しかも支持板を鉛直状態に傾動させることができ
るようにすることである。
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【０００７】
【課題を解決するための手段】
この課題を解決するために，本発明の構成では，最初に述べた形式の検査テーブルにおい
て，床架台がアーチ形のビームを有しており，このビームの一方の端部は，水平の軸を中
心にして回動可能に，床に取り付けられており，支持板は保持部を備えており，この保持
部は，支持板と一緒にビームの長手方向にしゅう動可能に，ビームに取り付けられている
ようにした。
【０００８】
【発明の実施の形態】
本発明の有利な実施形態においては，ビームは，長軸に沿って切断した半だ円の形状ある
いはこの半だ円の一部分の形状を有している。このようなビームの形状によって，支持板
は，患者が横たわるのに有利な位置に下降せしめられ，医師にとって最適の作業高さ位置
に上昇せしめられる。
【０００９】
ビームが，中心角１８０゜までの円弧の形状を有しているようにすることもできる。
【００１０】
支持板は有利にはその長手方向にしゅう動可能である。
【００１１】
【実施例】
以下においては，図面に示した実施例に基づいて本発明の構成を具体的に説明する。
【００１２】
図１にはレントゲン架台１と本発明による検査テーブル２とから成る架台システムが示さ
れている。検査テーブル２は，患者４が横たわる支持板３と，床架台５とを有している。
床架台５はアーチ形のビーム６を有しており，このビーム６の一方の端部は，モータ９と
結合されている水平の軸８を中心として回動可能に床７に取り付けられている。支持板３
は保持部１０を備えており，この保持部１０内にビーム６が取り付けられている。ビーム
６は図１の実施例では長軸１１に沿って切断された半だ円の形状を有している。長軸１１
は図１においては鎖線の直線によって示されている。支持板３は有利にはその長手方向に
しゅう動可能でもある。
【００１３】
支持板３を有する保持部１０はビーム６の長手方向に，保持部１０に取り付けられている
モータ・ローラ及び歯付きベルトによって，しゅう動可能である。保持部内でしゅう動可
能に支承されているＣ字形のアーチ部材を有するレントゲン架台において，このようなし
ゅう動手段は公知である。このようなレントゲン架台の例は，ジーメンス社のパンフレッ
ト“ The fast and flexible new T.O.P.-Line Cardiac cath lab COROSKOP T.O.PIBICOR 
T.O.P.”に記載されている。
【００１４】
図１においては，ビーム６がモータ９によって軸８を中心として回動せしめられ，保持部
１０がビーム６上で，患者４を横たえた支持板３がレントゲン検査のために適した高さ位
置に達するような位置に，しゅう動せしめられている。また図１においては，支持板３は
公知の，したがって図示していない手段によって，その長手方向に，患者４の胸部がレン
トゲン管１２と像増幅器１３との間に位置するような位置に，しゅう動せしめられている
。図１において，ビーム６の自由端部が回動によってほとんど床７に達しており，かつビ
ーム６に沿って保持部１０が軸８の方向にしゅう動せしめられている鎖線で示した位置は
，支持板３の最も下方の位置に対応する位置である。また，ビーム６の長軸１１が床７に
対してほぼ垂直になり，同時に保持部１０がビーム６に沿って上方にしゅう動せしめられ
ているやはり鎖線で示した位置は，支持板３の最も上方の位置に対応する位置である。こ
のように支持板３を水平の状態を保ったままで，支持板３の高さを最も下方の位置から最
も上方の位置に調節することは，軸８を中心にしてモータ９によってビーム６を回動させ
ると同時に，図示していないモータによって保持部１０をビーム６の長手方向にしゅう動
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させることによって，行われる。モータによって保持部１０をこのように制御する装置は
，ロボット技術分野において公知であり，したがってここでは説明しない。
【００１５】
図２には，本発明の第２実施例の検査テーブル１４が示されている。この検査テーブル１
４が図１の検査テーブル２と異なっている点は，床架台１５のビーム１６が中心角１８０
゜の円弧形であることだけである。中心角は１８０゜よりも小さくてもよい。その他の点
では，この検査テーブル１４は図１の検査テーブル２と同じように構成されている。
【００１６】
図２に示すように，ビーム１６はモータ９によって軸８を中心にして回動せしめられるこ
とができ，保持部１０は既に述べた手段によってビーム１６の長手方向にしゅう動させる
ことができる。図２の状態では，患者４が横たわっている支持板３は前方に向かって下向
きに傾動せしめられており，患者４の頭部は身体に対して最も下方の位置を占めている。
【００１７】
図３においては，ビーム１６はモータ９によって軸８を中心にして最大限に回動せしめら
れていて，ビーム１６の自由端部がほとんど床７に達しており，保持部１０が次のような
位置にしゅう動せしめられている。すなわち，支持板３ひいては患者４が床７に対してほ
ぼ垂直な位置を占めている。
【００１８】
図１に示した検査テーブル２も，半だ円形のビーム６及び保持部１０によって，支持板３
を図２及び図３に示したように，位置せしめることができる。半だ円形のビーム６は半だ
円形の一部分の形状にしてもよい。図２及び図３に示した検査テーブル１４も，図１に示
した検査テーブル２と同じようにして，高さを調節することができる。更に，本発明によ
る支持板３は，種々の別の検査を行うために，医師の希望に応じて，図示されていない位
置を占めることができる。
【００１９】
【発明の効果】
以上のような構成によって，水平の軸を中心にしてビームを回動させると同時に，保持部
を支持板と一緒にビームの長手方向にしゅう動させて，支持板の高さを調節することがで
き，かつ支持板を鉛直状態にまで，傾動させることができる。要するに，本発明による高
さを調節可能で傾動可能な検査テーブルは，構造が極めて簡単で，製作費が比較的に安価
であり，特に床架台の形状及び構造に基づいて所要スペースが極めてわずかである。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１実施例の概略的側面図である。
【図２】第２実施例の，患者が傾動せしめられた状態を示した概略的側面図である。
【図３】第２実施例の，患者が床に対して垂直にされた状態を示した概略的側面図である
。
【符号の説明】
１　レントゲン架台，　２　検査テーブル，　３　支持板，　４　患者，　５床架台，　
６　ビーム，　７　床，　８　軸，　９　モータ，　１０　保持部，　１１　長軸，　１
２　レントゲン管，　１３　像増幅器，　１４　検査テーブル，　１５　床架台，　１６
　ビーム
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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